
Q 会は圧電  

中山間は頑張っています。それを支援する県政
 

高
知
県
の
港
と
空
港
が
危
な
い 

十
月
二
三
日
、
内
閣
官
房
、
防
衛
相
、
国
土
交
通
省

海
上
保
安
庁
の
職
員
が
県
庁
を
訪
れ
有
事
に
備
え
て

米
軍
や
自
衛
隊
が
空
港
・
港
湾
を
使
用
で
き
る
よ
う
整

備
や
機
能
強
化
す
る
「
特
定
重
要
拠
点
（
仮
称
）
」
に

つ
い
て
、
運
用
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
し
て

県
職
員
と
非
公
開
で
面
談
し
ま
し
た
。 

共
産
党
県
議
団
が
県
民
へ
の
情
報
公
開
求
め
る 

国
と
県
の
面
談
の
前
段
で
九
月
二
九
日
、
日
経
新
聞

が
「
政
府
が
防
衛
力
強
化
の
目
的
で
十
道
県
の
三
三
空

港
・
港
湾
を
選
定
し
た
」
と
し
て
「
地
方
自
治
体
と
近

く
協
議
を
始
め
る
」
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。
背
景
に
は

軍
事
増
強
を
強
め
る
中
国
や
台
湾
有
事
が
念
頭
に
あ

り
、
高
知
県
で
は
宿
毛
湾
港
と
高
知
竜
馬
空
港
、
高
知

港
、
高
知
新
港
、
須
崎
港
も
候
補
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
十
月
二
四
日
、
高
知
県
議
会

は
一
九
九
七
年
十
二
月
議
会
で
「
高
知
県
の
港
湾
に
お

け
る
非
核
平
和
利
用
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で

可
決
し
て
お
り
、
「
特
定
重
要
拠
点
（
仮
称
）
を
巡
る

国
と
の
協
議
内
容
は
、
県
民
に
情
報
公
開
す
る
こ
と
が

民
主
主
義
の
原
則
、
と
要
望
書
を
提
出
、
副
知
事
に
申 

 

 

和
也
の
近
況 

参
議
院
補
欠
選
挙
も
終
わ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
広
田

一
さ
ん
が
「
自
民
党
一
強
に
風
穴
を
あ
け
て
」
大
差
で
勝

利
し
ま
し
た
。
大
企
業
の
利
益
優
先
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
の
政
治
を
止
め
さ
せ
高
知
県
民
が
幸
せ
に
な
る
為
に

働
い
て
欲
し
い
で
す
。
次
は
県
知
事
選
挙
で
す
。
元
同
僚

の
米
田
稔
元
県
議
が
立
候
補
会
見
し
ま
し
た
。 

中
山
間
が
ん
ば
れ 

十
月
十
四
日
、
三
つ
又
部
落
の
「
ぎ
ん
な
ん
祭
り
」
戸

数
十
四
戸
の
部
落
が
「
ぎ
ん
な
ん
」
「
ゆ
ず
」
等
を
栽
培

加
工
し
て
地
域
を
元
気
に
と
必
死
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

二
九
日
、
竹
島
で
ミ
カ
ン
狩
り
。
と
っ
て
も
美
味
し
い

ミ
カ
ン
を
ほ
う
ば
り
ま
し
た
。
県
外
発
送
も
有
る
と
の

事
。
こ
こ
で
も
中
山
間
の
頑
張
り
を
実
感
し
ま
し
た 

 

 

 

１０月２３日、県

庁前で。南国市の

女性が空港の軍事

利用は許さないと

抗議行動中 

 

購入した「ぎ

んなん」です。

この小さい実

で地域を元気

にしています。 

 

渡辺農園でのミ

カン狩り、とって

も甘いミカンでし

た。ミカンで地域

おこし。 


